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茨木市自治会連合会

T567-8505
茨木市駅前三丁目8番 13号

茨本市役所
〈市民文化部市民協働推進課〉
8620… 1604(ダイヤルイン)

ヽ

６
月
１８
日
に
発
生
し
ま
し
た
大
阪
府
北

部
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、

ご
遺
族
の
皆
様
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震

お
よ
び
７
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
地
震
で
、
地
域
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ま
と
力
を
あ
わ
せ
て
、

地
域
に
お
け
る
備
え
に
つ
い
て
考
え
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
お
力
添
え
の
程
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

茨
木
市
自
治
会
連
合
会

６
月
１８
日
発
生
の
地
震
に
よ
る
主
な
被

害
状
況
等

（７
月
２３
日
午
前
９
時
現
在
）

１
地
震
の
概
要

（８
時
７
分
時
点
気
象
庁

発
表
）

発
生
日
時
　
平
成
３０
年
６
月
１８
日

午
前
７
時
５８
分

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
．
．

震
度
６
弱

２

ラ

イ

フ

ラ

イ

ン

電
気

・
ガ
ス
　
全
面
復
旧

水
道
　
断
水
な
し

３
主
な
救
急
等
活
動
状
況

火
災
発
生
　
な
し

救
急
出
動
７４
件

救
助
１５
件

４
そ
の
他
被
害
状
況

被
害
認
定
調
査
　
申
請
件
数
１
２
，
６

６
９
件
（全
壊
３
件
、
半
壊
６５
件
、
一
部

損
壊
２
，
９
７
９
件
）、
罹
災
証
明
発
行

数
１
２
，
４
２
４
件

道
路
　
民
地
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
７３
件
、

民
地
外
壁

。
屋
根
破
損
１
２
３
件
、
道

路
陥
没
２．
件
、
落
石

。
土
砂
崩
壊
１２
件
、

石
垣
崩
れ
１９
件
、
道
路
ひ
び
割
れ
８７
件
、

道
路
隆
起
１０
件
、
そ
の
他
１
３
８
件
、

計
４
８
３
件

市
道
通
行
止
忍
頂
寺
１
路
線

※
そ
の
他
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ベ
ー
ジ
の
災
害
対
策
本
部
資
料

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

6月 18日 に発生した地震後の市内 (6月 27日撮影 )

回 覧
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令
蜀

分

平
成
３０
年
５
月
２５
日
午
後

４
時
よ
り
、
福
祉
文
化
会
館

３
０
２
号
室
に
お
い
て
、
平

成
３０
年
度
の
茨
木
市
自
治
会

連
合
会
の
総
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
市
民
憲
章
の
唱

和
を
行
い
、
山
国
会
長
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
で
は
、
福
岡

市
長
と
桂
議
長
を
お
招
き
し
、

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
２９
年
度
の

事
業
報
告
並
び
に
収
入

。
支

出
決
算
報
告
を
行
い
、
承
認

を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
３０
年
度
事
業

計
画
並
び
に
収
入

・
支
出
予

算
案
に
つ
い
て
も
承
認
を
得

ま
し
た
。

今
年
度
は
、
１１
地
区

・
校

区
の
連
合
会
長
が
交
代
し
ま

し
た
。

今
年
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー
、

役
員
と
と
も
に
皆
さ
ま
の
お

役
に
立
て
れ
ば
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し

く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

自
治
会
連
合
会

平
成
∞
一年
度
事
業
計
画

本
会
は
、
地
域
の
中
心
的
な
役
割
を

担

っ
て
い
る
自
治
会
相
互
の
親
睦
と
地

域
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
心
の
通
う
豊
か
な
地
域
社

会
の
構
築
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「地
域
づ
く
り
」
は
、
住
民
の

参
加
と
協
力
、
そ
し
て
行
政
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
繋
が
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

平
成
３０
年
度
は
、
会
員
の
意
識
啓
発

と
と
も
に
、
地
区
連
合
自
治
会
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
快
適
で
安
全
な
地
域
づ

く
り
に
向
け
て
次
の
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

一
、
総
会
の
開
催

５
月
２５
日
（金
）
午
後
４
時

福
祉
文
化
会
館
３
０
２
号
室

二
、
機
関
紙

「連
合
会
報
」
の
発
行

年
２
回
　
各
８
，
３
０
０
部

三
、
研
修
会
の
実
施

地
区
連
合
自
治
会
長
研
修
会

四
、
視
察
研
修
会
の
実
施

視
察
、
公
共
施
設
等
見
学
、
他
市

と
の
意
見
交
換
会

五
、
自
治
会
長
説
明
会
の
開
催

４
月
２６
日
（木
）

福
祉
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

５
月
６
日
（日
）

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
ワ
ム
ホ
ー
ル

（日
本
赤
十
字
社
大
阪
府
支
部
茨

木
市
地
区
と
合
同
で
開
催
）

六
、
自
治
会
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
配
布
並
び

に
回
覧
板
の
販
売

七
、
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
等

茨
木
市
と
共
同
で
自
治
会
加
入
促

進
月
間
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

「
自

治
会
加
入
促
進
の
手
引
き
」
の
配
布

を
行
う
。

機
関
紙

「
連
合
会
報
」
へ
の
掲
載

等
に
よ
り
地
区
連
合
自
治

会
へ
の
加
入
促
進
を
単
位

自
治
会

へ
周
知
す
る
。

八
、
自
治
会
活
動
の
推
進
及

び
活
発
化

活
発
な
自
治
会
活
動
を

機
関
紙

「
連
合
会
報
」
へ

掲
載
し
単
位
自
治
会

へ
周

知
す
る
。

九
、
防
災
意
識
の
高
揚

機
関
紙

「
連
合
会
報
」

等
に
よ

っ
て
防
災
意
識
の

啓
発
を
行
う
。

十
、
自
治
会
運
営
に
関
す
る

諸
問
題
相
談
事
業

各
地
区
連
合
自
治
会
長

か
ら
の
相
談
を
受
け
る
。

‐‐‐‐平成30年度 r_.__■■|

茨木市自治会連合会役員
よろしくお願いします。

本圭言義f尋 総会の様子福岡市長山口会長

役 職 氏  名 校区名

会1長 山 口 正弘 沢  池
副会長 長田 住久 玉  島
冨」会長 長谷 光雄 耳  原
会 計 大島 一夫 三 島
幹 事 三輸 紀雄 西

監  査 岡崎 義彦 中  条
監 1査 大西  稔 安威忍頂寺
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<ご近所の助け含いが大切>
これまでの災害で、家の下敷きになった人の多<を助け出したのは、家族や近所の人たちでした。
大災害が発生した時には、都道府県や市区町村、消防、警察などの防災関係機関の対応が追いつかな

い場合も予想されます。

いつどんな時に、助けるイ貝」、助けられるイ貝1になるかわかりません。普段から近所っきあいを大切に

することが地域防災力の向上につながります。

<最近、防災ヨ1練に参加しましたか?>
近年は、防災訓練も工夫がされていて、いざという時に訓練したことが本当に役立つよう、参加型

の訓練が増加しています。自主防災会や自治会が中心となって開催する防災訓練に参加して、避難や

安否確認、救出・救護、炊き出しや避難訓練、避難所生活などを体験してみましょう。

<防災の輸を広げるために>
自治体や自治会、学校、企業、ボランテイア団体など、地域の様々な組織・団体が連携する体制を

作り、維持することで、その地域の防災力は向上します。

ご近所の自主防災会をはじめ自治会や市民活動団体と、積極的にコミュニケーションを図りましょ

う。また、お祭りなどの参加した人が楽しめるイベントに、防災教育の紙芝居やゲーム、炊き出しな

どを組み入れるのも、防災の輸を広げるポイントです。

災害は、家族がそろっている時に発生するとは限らず、家族が別々の場所にいる時に起きる可能性

もあります。日頃から必要な準備をしてお<とともに、災害が発生したら落ち着いて、避難・安否確
認などの行動をとりましょう。

日頃から……

●あらかじめ、災害時にどの親戚や知人等に連絡をするか、また、どの連絡方法を利用するかを家族

みんなで決めておきましょう。

●ふだんから、自宅 0学校・職場の近<や、通勤通学途中にある避難所の場所を、家族で確認してお
きましょう。

●保育園、幼稚園、学校における、災害時の子どもの31き取りに関する取り決めを、確認しておきま

しょう。

災害が発生したら……

●まずは、自分の身を守る行動をとりましょう。その後、自分の状況を、自分から家族や知人に知ら

せるとともに、家族の安否を確認することが重要です。ただ、災害発生時に電話が殺到すると、被

災地域内における電話がつながりに<<なり、安否確認や、消防、警察等への連絡等に支障が生じ
ます。友達同|=、 親戚同士などで安否情報を素早<正確にリレーすることが大切です。安否確認に
は|、 災害用伝言ダイヤル171などのサービスを活用しましょう。

●学校や職‐場|で被災した場合は、先生ゃ防災担当の方の指示に従いましょう。
●家族の安否と周りの安全が確認できたら、1今いる場所で(周 1日の人たちと力を合わせて、救出・救

■華活動|なギ||1協力しましよう。    ■| ‐

1 を表J「||||■■||lγⅢ守||‐||
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災害用ブロードバンド伝言板
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茨本市自治会連合会名簿:市内11地区・校区で新しい会長に替わっていま・九 )

t

t

名 称 代表者名 校1区

茨小校 区 自治会連合会 坂本 茂治 茨 木
春 日地 区 連 合 自治 会 小河 尚司 春 日
春日丘小学校区連合自治会 岡村徳次郎 春日丘

三 島 地 区 連 合 自治 会 大島 一夫 三 島
中条地区自治会連絡協議会 岡崎 義彦 中 条
玉櫛地区自治会連絡協議会 林  秀雄 玉 櫛
安威地区自治会連絡協議会 辻本 元衛 安 威
玉 島 地 区 連 合 自治 会 長田 佳久 玉 島
福井地 区 自治会連合会 乾  一英 福 井
清渓地区自治会連絡協議会 中谷  光 清 渓
見山地区自治会長連絡協議会 二階 隆志 忍頂寺
石河地区自治会連絡協議会 大西  稔 安威.忍頂寺
大池地区自治連絡協議会 水原  孝 大 池
豊川地 区 自治会連合会 岸田 親三 豊 川
中津校 区 自治会連合会 浦川 勝己 中 津
東小校区連合自治会長会 小林 壱規 東

水尾校区自治会連絡協議会 中西 政雄 水 尾

次

茨
なる

木 へ。
みんなで。

平成30年 は市制施行70周 年

名 称 代表1者名 校|1区

新郡 山 自治連絡協議会 福井 晴美 郡 山
太田小学校区連合自治会 秦 富士夫 太 田
天王地区自治会連絡協議会 畑  冨男 天 王
葦 原 地 区 連 合 自治 会 矢頭  周 葦 原
郡校区まちづ くり協議会 菱本 哲造 郡

庄栄校区自治会連絡協議会 関野 武良 庄 栄
沢池地 区 自治会連合会 山口 正弘 沢 池
畑 田地 区 自治会連合会 鶴田 哲夫 畑 田
山 手 台 連 合 自 治 会 深海 勝也 山手台
耳 原 地 区 連 合 自治 会 長谷 光雄 耳 原
穂 積 校 区 連 合 自 治 会 山口 修造 穂 積
白川小学校区連合自治会 毎川百合子 白

東奈良小学校区連合自治会 平里 勝也 東奈良
西 地 区 自治 会 連 合 会 三輪 紀雄 西

西河原小学校区連合自治会 平野  博 西河原
彩 都 西 自治 会 協 議 会 松本 和久 彩都西

茨木市自治会連合会で |よ、「自治会加入案内チ

ラシ」(A4版 )、 「自治会八ンドブック」(冊子)を
作成しております。各自治会で未力日入世帯に加入

促進される時に是非こ活用下さい。

こ希望の場合は、市民協働推進課 (茨木市自治

会連合会事務局 :市役所本館2階 10-①番窓口)
までこ連絡もしくは取りに来てください。

電話 :620-1604(直通)

編鰊1後は

‐大きな地震が起き●災害に対する備え|の大切き|を

改めて感じました。これを機に、まず身の回りのこ

とから、家具を固定したり、携帯トイレを備えたり

■「 ‐:「「
∵|フ
「
‐7°

(N)●
‐‐_■ ,

ま２ます。」御卸
鵬
詢

而
日を

付

お

板

配

で

」見
　
　
で

課歴言灌雉炒輩聾靡 l


